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特典映像はこちら

https://vimeo.com/1051822795/2d6dbb1391

No.4』p.72-77
向山実物資料 A09-222-02
⑸伴一孝『向山型国語教え方教室
No.5』p.72-77
向山実物資料 A09-222-02
⑹向山洋一『学級通信スナイパー
No.29』調布大塚小５年 1977
向山実物資料 A65-05-01-29
⑺向山洋一『学級通信スナイパー
No.30』調布大塚小５年 1977
向山実物資料 A65-05-01-30
⑻向山洋一「５年国語科学習指導案」
1980.12.2　向山実物資料 A65-30-01
⑼５年児童評論文「春」（安西冬衛）
1980　向山実物資料 A65-34-01
⑽向山洋一『学級通信アチャラ No.46』
調布大塚小４年 1982　
向山実物資料 A65-08-01-46
⑾向山洋一『学級通信アチャラ No.47』
調布大塚小４年 1982　
向山実物資料 A65-08-01-47
⑿向山洋一『学級通信アチャラ No.49』
調布大塚小４年 1982　
向山実物資料 A65-08-01-49
⒀「春」（安西冬衛）向山メモ
1986.6.4　向山実物資料 A06-01-01
⒁向山洋一「朝日新聞社 論壇担当
者様」1988.11.24
向山実物資料 A65-26-01

本冊子の解説は伴一孝氏である。
今月の特典典映像として、1985 年 11

月 2 日（土）に調布大塚小学校 3 年 1 組
で行われた「春」の授業もお届けする。

春　　安西冬衛
てふてふが一匹韃靼海峡を渡って
行った。

 この一行詩の授業は、向山洋一氏の代
表的な国語実践の一つである。

とりわけ、1985 年 11 月 2 日（土）に
調布大塚小学校 3 年 1 組で行われた授業
は、最もよく知られている。

向山氏が主催した教育技術の法則化運
動の爆発的な広がりとともに多くの教室で

「追試」され、その後の国語授業に大きな
影響を与えた。

向山氏が「春」（安西冬衛）を扱った授
業は、次の通りである。

　
1977 年（調布大塚小学校 5 年）
1980 年（調布大塚小学校 5 年）
1982 年（調布大塚小学校 4 年）
1985 年（調布大塚小学校 3 年）
1986 年（雪谷小学校 5 年）

本冊子では、これらの中から以下の資料
をダイジェストでお届けする

⑴「春」（安西冬衛）教材文
1985.11.2　向山実物資料 A65-12-01
⑵向山洋一「向山学級授業参観要項」
1985.11.2　向山実物資料 A65-11-01
⑶伴一孝『向山型国語教え方教室
No.3』p.72-77
向山実物資料 A09-222-01 
⑷伴一孝『向山型国語教え方教室

本資料について
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●「春」（安西冬衛）教材文 1985.11.2 　向山実物資料 A65-12-01



4

●向山洋一「向山学級授業参観要項」1985.11.2　向山実物資料 A65-11-01
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●伴一孝『向山型国語教え方教室 ‘01.7-8 No.3』p.72-77　向山実物資料 A09-222-01
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●伴一孝『向山型国語教え方教室 ‘01.9-10 No.4』p.72-77　向山実物資料 A09-222-02
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●伴一孝『 向山型国語教え方教室 ‘01.11-12 No.5』p.72-77　向山実物資料 A09-222-03
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●向山洋一『学級通信スナイパー NO.29』調布大塚小５年 1977　向山実物資料 A65-05-01-29
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●向山洋一『学級通信スナイパー NO.30』調布大塚小５年 1977　向山実物資料 A65-05-01-30
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●向山洋一「５年国語科学習指導案」1980.12.2　向山実物資料 A65-30-01
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●５年児童評論文「春」（安西冬衛）1980　向山実物資料 A65-34-01
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●向山洋一『学級通信アチャラ No.46』調布大塚小４年 1982　向山実物資料 A65-08-01-46
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●向山洋一『学級通信アチャラ No.47』調布大塚小４年 1982　向山実物資料 A65-08-01-47
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●向山洋一『学級通信アチャラ No.49』調布大塚小４年 1982　向山実物資料 A65-08-01-49
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●「春」（安西冬衛）向山メモ 1986.6.4　向山実物資料 A06-01-01
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●向山洋一「朝日新聞社 論壇担当者様」1988.11.24　向山実物資料 A65-26-01
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●向山洋一「朝日新聞社 論壇担当者様」1988.11.24　向山実物資料 A65-26-01
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告に見る「再現性」と「成功率の高さ」において
抜群である。

２.　「春」で授業開眼する

私が教師になった 1985 年、向山氏は調布大塚
小学校 3 年 1 組担任。11月2日 （土）4 校時に「春」
の公開授業を行っている。その映像が VHS 版で
公開（安井電子出版）されたのが 1987 年である。
この授業は、金沢市の研究グループと、向山氏の
京浜教育サークル、千葉大学の宇佐美寛教授グ
ループ、聖心女子大学他の大学生グループ、明治
図書の江部満・樋口雅子両編集⻑、同僚の調布
大塚小教師集団他、ごくわずか（といっても教室
はすし詰め状態）の人達にしか共有されていたな
かった。よってそれまでは、1982 年の調布大塚
小 4 年 2 組（7/6 火曜 2 校時〜）での実践記録
を追試した報告が多かった。それ以前の実践はレ
ベルが高過ぎて、とてもではないが追試出来るも
のでは無く、未だ私は目にした事が無い。

1982 年の「春」実践は、向山学級の通信であ
る「アチャラ」に掲載された。こちらは 1984 年に
明治図書出版から『学級集団形成の法則と実践−
学級通信アチャ ラ−』として書籍出版がなされて
いた。よって追試者の多くは、こちらを自らの教室
で試みる事にしたはずなのである。

当時の追試実践報告で出色なのは、熊
本の椿原正和氏の「こんな国語科グルー
プ学習が個を生かす」（国語科教育別冊
No10：明治図書出版）である。

同椿原論文の中で、氏は「（グループ学習を経
た上で）最後は自分の考えで挙手しなさい」とい
う向山学級の暗黙ルールを、見事に看破してみせ
ている。私もこの論文から多くを学び、それを自
分の授業にも取り入れた。しかしながら、どうして
もこの授業で「分裂した子供達の意見を（いくつ
かに）整理する」 という向山氏の著書にある一文
が理解（実践）出来なかった。それから約十年を
経て、1997 年に熊本市で行われた『向山洋一教
え方教室』の QA 枠で、この事を、直接向山氏に
尋ねる機会を得た。これが、私にとっての実践的

解 説

1．「春」は向山型国語実践のアイコン

 「春（安⻄冬衛）」の授業は、国語科における
向山洋一実践のアイコン（象徴）である。向山氏
の「やまなし」「ごんぎつね」「桃花片」その他の
実践群とは、趣を異にする。

その第一の理由は、「再現性」の高さである。
小学校 3 年生から大人まで、年代性・地域性・
学力差等を超えて再現出来る。なおかつ、授業を
受けた者の多くは熱狂する。追試実践報告の多さ
が群を抜いている事が、その証明である。私の書
架には、向山氏の「春」実践追試報告が山程ファ
イリングされている。

かく言う私も、最初に追試した向山氏の国語実
践は「春」である。

1980 年代中期は、明治図書出版を中心
とした多くの月刊教育雑誌が、こぞって
向山実践の追試報告を掲載していた。（良
きも悪しきも）

今となっては笑い話だが、当時は「（向山論文
原文の）引用を、全文の 1/3 以下に抑える」等
の注意書きが、各雑誌原稿依頼文に明記されてい
た程である。向山氏の原論文が強烈すぎるので、
追試報告よりもそちらを引用したくなる。気持ちは
痛いほど良く分かるが、編集部はさぞ頭が痛かっ
た事であろう。

国語科で言えば、

向山氏の「春」の実践を追試さえすれば、
子供達は何時間も討論に熱中し、何十枚
も作文（評論文・分析批評文）を書く。

それは私達追試者のオリジナル実践ではあり得
ない事態であり、異常現象と言っても良い程の熱
狂を日本中の、特に若手教師達の教室に表出させ
た。後にも先にも、こんな授業（実践）は、他に
無い。無数とも言える日本教育史に遺る向山有名
実践の中でも、この「春」の授業は、その追試報

「春」の授業が持つ歴史的意味 
伴 一孝
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大きな分岐点となった。数少ない質問者の中、勇
気を奮って手を挙げた私に、向山氏は事も無げに
応えた。

少数意見の子供達に「反論ありますか？」
と確認し、反論が無ければ消去する。そ
の子達は別の意見に（ネームプレート等
を）移動させる。

こうやって、子供達の意見を最終的に二つ（程
度）に絞り込んで行く。正に眼から鱗が落ちた思
いだった。簡単そうに見えて、この様な細かい事
が分からない（出来ない）。それが教室の現実だ。

私は向山洋一氏の弟子であり、何度も近くでお
話を伺い、教えを受けて来た。しかし、この様な「授
業（技術）」の話をした事は、ほとんど無い。この
時の一度きりだと言っても良い。衝撃の一言。
「春」の授業で出来た事は、他の授業でも再現可
能である。それ以降の私は、子供の意見が如何に
分裂・混乱しようとも、この向山型「サバき」の
技術で平然と仕切る事が出来る様になった。「春」
の授業を一つ、追い続ける事によって、細やかな
授業開眼を自覚出来たのだ。

３.　「教育技術の共有財産化」

向山実践「春」は、先述の VHS 版から DVD 版
（東京教育技術研究所）へと、広く世に共有財産
化される事となった。幾度となく再現・分析・解
説がなされ、教師の教科書（テキスト）とも言え
る金字塔となった。しかしながら、「教育技術の共
有財産化」という当時の命題が、幾ばくかでも達
成されたのかと言うと、私は「否」の立場である。

1985 年版「春」の授業映像冒頭で、向山氏は
漢字（土・上）の空書き指導を公開する。映像を
視た当時は、なぜ向山氏がこの様なパフォーマン
スをするのか、理解出来なかった。それは「空書
き」が私達にとっては当然の漢字指導技術であり、
言わば「基本のキ」だったからだ。あの様な特別
な場で、わざわざ 1 分 28 秒も遣ってやって見せ
る、その意味が分からなかった。しかし、今となっ
ては良く分かる。それは「漢字指導」にとって生
命線とも言える貴重な技術だからだ。

① 「書き順」に法的根拠は無い。
② よって「書き順」は自由である。
③ しかし「書き順」は存在する。
④ それは「書き手」の為では無い。
⑤ 「教え手」の都合である。
⑥ 「書き順」で教師が確認を行う。
⑦ それは「空書き」の為に在る。

この様な、かつて師範学校で学んだ教師の卵達
が、常識として保持した「技術」が、全く継承さ
れて来なかった。

私が最後に勤務した学校で、担任を離れて校内
の問題児（問題学級）の「支援」を任された。1
年生から 6 年生まで、各学年 5 学級程度を、何
度も見て回った。私は愕然とした。例えば、国語
の授業（漢字指導）で言えば、ただの一度も 「空
書き」をやっている教師には出会えなかった。全
て我流（指導）。よって漢字が書けない子供が量
産される。「空書き」で確認を行わなければ、誰
がやっても子供の漢字学力はグチャグチャになる。
それが現在は「常識」として通用し、全ては「宿題」
となって子供（家庭）に一任される。出来ない（書
けない）のは、子供自身（家庭）の責任となる。

向山氏が 1985 年にわざわざ公開授業でやって
見せた事（漢字空書き指導の技術）。この授業冒
頭僅かな部分でさえ、未だに「共有財産化」され
ていない。これが学校現場の現実だ。

私が観た同僚達の授業も、授業参観や研究授
業では「きちんと」している。その時だけの「約
束事」でうまくやる。それは「偽物」である。現
実の本物の授業は、そうではない日常の 6 コマに
在る。そこではいたいけな子供達が、もがき苦し
んでいる。そこから逃げては駄目だ。

私は未だに毎週の様に新しい授業（技術）を開
発し、公開している。しかしながら、私の志は、
また別の処にある。

1984 年に向山洋一師匠が立ち上げた「教育技
術の共有財産化」。それこそが私達の原点であり、
また使命でもある。
「春」の授業映像を改めて観て、私は一体何をやっ
て来たのだろうと、自らの来し方を振り返らざるを
得なかった。道は遠く厳しくとも、私は挑み続ける。
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